
時間 ： 19:00 ～ 21:00

会場 ： うから館２階

　昨年度、多くの町民の皆さまのご意見をもとに「南関町地域未来構想」が策定されました。

その中で、温浴施設が閉鎖された南の関うから館は「多世代交流拠点（本のある“たまり場”）」

へと再生することが位置付けられ、今年度はそれを具体化する検討を進めています。

　うから館の再生をきっかけとして、持続可能なまちを実現するためには、多くの方々による「自

分はこう使いたい！」という主体的なアクションが必要です。このワークショップでは、自らが

主人公となって、「まちが楽しくなる」うから館のあり方・使いこなし方を具体的に考えていきます。

うから館のあり方を考える

主催：南関町南の関うから館等活用検討委員会　事務局

～ うから館があるからまちが楽しくなる！ ～

親子参加も
可能です

時間 ： 9:30 ～ 12:00
（１時間程度まち歩きをする予定です）

会場 ： うから館２階
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価値を高める具体的な
活用方法を考える

うから館の価値を活かし

て、どのような「多世代交

流拠点」に再生するか、参

加の皆さんが再生する「主

人公」になって考えます。

地域におけるうから館
の価値を再発見する

皆さんと実際にうから館や

周辺の“まち歩き”をする

ことで、地域におけるうか

ら館の価値を再発見し、再

生のキーワードを考えます。

南の関うから館

活用基本計画

ワークショップ

開催のご案内



参加をご希望の方は、電話、メール、フォーム（QR コード読取り）で、下記 6 点を
添えて、9/26（月）までにお申し込みをお願いします。
　①氏名　②年齢　③電話番号　④メールアドレス　⑤参加人数
　⑥お住まいは町内／町外か　⑦参加できる回（なるべく 2 回通してご参加ください）
※応募者多数の場合は、抽選を行う場合があります。

南関町　まちづくり課（担当：大森）
　電話　　：0968-57-8501
　メール　：kikakusinkou@town.nankan.lg.jp
　フォーム：右端の QR コードを読み取ってアクセスしてください。
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テーマに沿って参加者個々が

主体的に考えて議論し、お互

い協力し合って考えをとりま

とめていくものです。
「南関町地域未来構想」におけるうから館の位置付け

申込み
方法

うから館のあるエリアはモデル地区に位置付けられています。

その中で、うから館は上記施設としての活用を検討するとと

もに、町図書館、公民館機能の移設の検討が位置付けられて

います。（南関町地域未来構想の詳細は町ホームページに掲載）

申込み
先

▲モデル地区（南関版コンパクトシティ推進 エリア）とまちづくり構想

気軽に寄ってくつろいで本が

読めたり、子どもに本を読み

聞かせたりできる場

～ モデル地区のまちづくり構想 ～
うから館の活用イメージ

まんが図書館

喫茶・軽食コーナー

読書テラス

貸し会議室

10/1 はこの辺り
を歩きます

今回のワークショップの議題
ワークショップでは、うから館１階部分を対象に、「本のある

たまり場兼多世代交流施設」としてのあり方・使いこなし方

を具体的に考えていきます。

～ワークショップとは︖～


